
ラ
グ
ビ
ー
部

　
北
上
の
河
畔
に
柳
の
糸
煙
り
、
若
木
の
芽
に
春
を

知
る
日
月
と
は
言
へ
、
痙
峯
白
銀
り
鎧
は
未
だ
解
け

ず
、
窺
北
り
参
は
ま
だ
宏
い
。
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ

の
華
ラ
ク
ピ
ー
に
若
き
心
情
を
捧
げ
る
我
等
部
員
は

身
に
泌
む
冷
気
屯
何
の
そ
の
、
照
っ
て
屯
降
つ
て
屯

練
習
　
練
習
の
一
語
に
精
進
の
駒
を
漁
め
た
。

　
今
年
は
黒
工
、
黒
中
、
青
森
中
に
ラ
ク
ビ
ー
部
ｏ

新
設
あ
る
を
聞
き
、
且
つ
は
喜
び
、
且
つ
は
自
重
し

輝
く
傅
統
に
更
に
一
段
の
光
彩
を
添
え
ん
も
の
と
、

は
や
る
血
を
齢
め
、
腕
を
撫
し
て
試
合
を
待
っ
た
。

　
　
戦
　
跡
　
【
春
の
部
】

△
春
季
市
内
中
等
高
専
ラ
グ
ビ
ー
大
會

　
場
所
　
上
田
娶
大
グ
ラ
ン
ド

　
参
加
校
、
農
工
、
盛
中
、
岩
中

メ
ン
バ
ー

野
木
石
綿
村
雨

　
々
観

蕎(敬)
松

野
蕗(光)

酋
佐
津
小
中
応
佐
藤

ｆ
ｌ

Ｆ．Ｗ

・噌
田
松
部
保

保久
村
阿
久

　
　
■
ｉ
－
－
　
ｊ

ｌ

Ｔ．Ｂ

深Ｆ．Ｂ{小

洸
月
五
日

　
○
岩
中
對
盛
工

　
盛
工
気
鋭
に
し
て
我
が
岩
叫
ゐ
偉
統
を
覆
へ
さ
ん

も
の
と
ぞ
の
突
込
は
猛
烈
、
だ
が
鍼
壁
り
我
が
ホ
７

Ｉ
ド
ー
く
こ
れ
を
抑
へ
、
快
足
・
の
コ
ー
タ
ー
、
叉
嵯

く
こ
れ
を
受
け
涜
す
。
し
か
し
、
。
″
、
の
頑
張
り
に
は

愕
り
雖
き
も
の
を
感
ず
。

　
　
裂
　
中
1
4

沢
月
七
口

｡.A⌒
(
Ｚ

‐
‐
―
‐
り
り

｝
急
エ

　
斯
く
て
架
冠
は
我
等
が
頭
上
に
：
…

△
春
季
砺
下
中
等
ラ
ク
ピ
ー
大
倉

五
月
三
十
一
日

　
　
場
所
　
上
田
、
暦
大
グ
ラ
ン
ド

　
　
参
加
校
　
岩
中
、
盛
中
、
盛
工
、
黒
工

○
岩
中
尉
盛
中

　
瓦
制
を
利
し
来
る
敞
、
し
か
し
我
が
猛
撃
常
に
敞

を
刹
屋
し
て
、
ス
ク
ラ
ム
・
ト
ラ
イ
、
或
は
コ
ー
タ

ー
の
鮮
か
な
ア
レ
ー
を
見
せ
て
又
屯
診
つ
。
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申
28

岩
　
中
６
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1
4
‘
－
０

14

〃み･・４

６６

｀ﾐ'｀Ｙ一~´

Ｏ
盛
　
中

Ｔ
ａ
エ

い
、
秋
の

七

　
　
主
催
　
盛
岡
ぶ
一
一
専
ラ
ク
ビ
ー
後
援
曾

　
　
　
　
閥
東
ラ
ク
ピ
ー
協
會
岩
手
支
部

　
　
後
援
　
盛
　
岡
　
工
　
専

　
　
　
　
新
岩
手
日
報

メ
ｙ
バ
ー

組

野

趣(敬:)

綿
野
田
村
掛
Ｂ
西
木

Ａ
蔀
佐
小
池

　
―

ＷＦ

久保
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

川
角
組
葛
佐

　
１

－
　
　
３

．
１
　
　
ｊ

Ｈ
　
　
Ｔ

Ｃ
村
洙
池
泉
田
古
谷

月
六
日

一
回
戦

　
岩
中
Ａ
６

石軽津

―

Ｆ．Ｗ

蔀(光)

部
松
保

佐
阿
耐
久

　
１

Ｈ．Ｂ

六
レ
ド
で

つ
　
ぶ
、
や
　
き高

　
橋
　
浩

T.■

六
月
一
日

○
岩
中
刻
盛
工

　
前
半
ホ
ワ
ー
ド
の
突
込
み
よ
く
利
き
、
得
貼
を
重

ね
し
も
、
後
半
昨
日
り
試
合
の
弧
か
、
に
わ
か
に
疲

努
の
色
見
え
、
負
傷
者
を
出
す
な
ど
の
苦
境
に
陥
り

敵
に
得
勘
を
許
し
た
。
結
果
は
同
鮎
で
あ
つ
た
が
、

結
局
反
則
誤
で
勝
利
は
我
平
に
峰
す
。

　
○
岩
中
尉
盛
中

　
好
敵
御
參
・
な
れ
日
‥
‥
　
岩
中
ホ
フ
ー
ド
猛
烈
な
突
込

４
’
Ｗ
４
敵
も
さ
る
も
の
前
半
し
き
り
に
ね
ば
る
、

　
後
半
、
我
が
軍
日
頃
の
練
習
に
物
を
い
わ
せ
て
得

紡
を
重
ね
る
。

…
Ｅ
中
互

1
7
6
川
０
０
｝
；
中

　
　
　
　
３
Ｉ
（
ペ
ナ
ル
テ
ー
・
・
）
－
６

　
（
こ
ん
な
試
合
を
し
て
先
輩
に
申
課
な

復
讐
を
誓
ふ
）

△
採
下
七
人
創
ラ
ク
ビ
ー
大
官
゛

處
世
の
泣
は
要
領
で
な
く
誠
意
で
あ
る

誠
意
は
戴
後
り
勝
利
を
得
る



岩

中

B

20

岩
中
Ｃ

準
決
勝

快

勝
岩
中
Ｂ

　0

.-_.＆_－=_、,-゛・-ヽヽ

　
　
場
　
所

　
　
參
加
校

九
月
二
十
七
日

一
回
戦

岩
　
中
3
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岩
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つ
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工
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1
4
盛
工
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岩
中
Ａ

００

｀･－Ｖ~″

ｏ
盛
工
Ａ

27　　12

０　　３

｀ミ'｀y"~.″

　　3

摺
場
出
来
ぬ

が
、
宿
敵
弑

が
見
え

７

３
黒
　
工

九
月
二
十

　
決
　
診

　
　
岩

戦
力
伯

參
ｎ
Ｈ

・
ｎ
μ

L･

月
四
日

八
日

中
６

仲
、

岩

中

．一人一、

６０

　９

－Å

３

､-Å･－、

　
宮
城
代
表
一
額

十
月
五
日

　
決
　
肪

　
　
岩

　
敲
、

れ
た
。

中
３

彼
に

r，や一心－．
Ｉ
Ｉ

比
し
、

●

‐
‐
－

ＳＯ

Ｗ－Ｊ

Ｓ
27　6

s･-y･~″｀一-､・-~-J

３
盛
　
工

６
仙
　
商

3
3
秋
　
工

。
最
後

リ
、
建

に
於
て
敗

十
一
刀
八
日

　
楊
　
所

一
回
戦

　
岩
・
中
4
7

非
常
な
茎
コ

二
回

　
岩

に
く

る
ｘ
の
み

れ

/7

9
－一
iFi

上
田
、
讐
大
グ
恥
ソ
ド

０
盛
　
中

調
子
よ
く
、
開
校
以

６６

←

　１２く

盛
　
工

や
い

の
だ
。
ｊ

又
先
輩
や
校
友

：
只
敗
歿
の
沢

れ
、
間
違
っ
て
も

の
火
の
玉
の
耕
泡
を
所
念

（
佐
藤

記

Ｗ

一

岩
中
Ｂ
・
、
不
戦
診

６

竹

　･4）

　！

り
０
－
’
―
Ｉ
Ｉ

　
軽
く
優
勝
し
カ
ッ
プ
校
具
さ
る
。

　
　
　
　
［
秋
　
の
　
部
］
　
’

　
國
民
大
會
に
は
三
年
以
下
の
濡
手
は

ご
と
M
.
4
;
‘
’

s
’
相
常
り
打
県
を
受
け
た

工
打
例
の
意
気
に
燃
え
る
我
等
は
、
直
ち
に
メ
ン
パ

１
を
整
へ
て
練
習
を
開
始
、
夕
闇
に
ボ
ー
ル

な
く
な
る
時
迄
’
グ
ラ
ン
ド
を
紅
血
に
彩
つ

△
第
二
回
國
民
大
命
蝸
戮
澗

上
田
、
馨
大
グ
ー
フ
ン
ド

中
、
盛
中
、
黒
工
、
黒
中

一
．
漁
一
氾
の
白
熱
戦
を
演
じ

の
ふ
ん
張
り
津
軽
石
射
感
激
の
Ｉ
ト
ラ
イ
成

に
優
勝
、
東
北
橡
選
に
の
ぞ
む
。

△
第
二
回
國
民
大
倉
東
北
覧
湿

場
　
所
　
上
田
、
喬
大
グ
ラ
ン
ド

校
　
秋
工
、
仙
商
、
嗇
森
中
、
岩
中

ａ
ｗ
　
―
ｒ
ｌ
・
’
‐
―
り
り

こ
ア
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
叉
試
瞼
直
後

の
練
習
不
足
に
か
ｉ
わ
ら
ず
、

来
の
對
盛
中
戦
跡
を
牧
め
た
。

　中

　６

,一心

３３

あ
ｉ
無
念
！
・
　
こ
の
屈
辱
、
敗
れ

御
指
尋
下
さ
っ
た
戸
嶋
先
生
に
、

に
、
ど
の
百
下
げ
て
會
は
れ
よ
う

後
輩
諸
君
よ
我
等
は
不
曼
に
屯
有

終
の
美
を
な
し
得
な
か
っ
た
が
、
君
等
は
き
っ
と

７
、
Ｘ
こ
の
復
讐
を
な
し
逍
げ
て

試
介
に
は
負
け
て
く
れ
る
な
、
″
何
時
迄
も
覇
者
た

葉
を
競
に
作
削i

君

に
し
て
破
り
、
決
勝
に
逞
む
。

０

｜

我
れ
よ
り
一
日
の
長
あ
り
、
体
力

我
が
方
の
耐
久
力
Ｉ
な
き
を
痛
感

す
。

△
仝
國
ラ
ク
ビ
ー
大
倉
岩
手
蝸
資
選

　
山
は
紫
色
に
、
降
る
雨
は
冷
た
し
、
お
そ
ら
く
、

こ
れ
が
今
年
最
後
の
試
合
か
と
思
へ
ぱ
。
何
か
無
量

の
感
慨
に
猫
た
さ
れ
る
。
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